
ATM SPAの概要

この章では、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータの ATM SPAにおけ
るリリース履歴、機能、MIBサポートの概要について説明します。この章の内容は、次のとお
りです。

•リリース履歴（1ページ）
•サポートされる機能（2ページ）
•制限事項（5ページ）
•サポートされているMIB（6ページ）
• SPAのアーキテクチャ（8ページ）
• SPAハードウェアタイプの表示（10ページ）

リリース履歴

変更箇所リ

リー

ス

show interfaceslot/subslot/portコマンドの出力結果が拡張され、ドロップされたパケットの数が
表示されるようになりました。

Cisco
IOS
XE
リ

リー

ス
3.1.0S
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変更箇所リ

リー

ス

次の SPAのサポートについては、Cisco IOS XEリリース 2.5Sの Cisco ASR 1000シリーズアグ
リゲーションサービスルータで導入されました。

• 1ポートクリアチャネル OC-12 ATM SPA

次の新しい機能のサポートは、Cisco IOS XEリリース 2.5Sの ATM SPAで導入されました。

• Access Node Control Protocol（ANCP）

• ATMマルチポイントサブインターフェイス

• ATM PVC範囲

• CISCO-PPPOE-MIB

•ローカル Template-Based ATM PVCプロビジョニング

• Point-to-Point Protocol Over Ethernet Over ATM（PPPoEoA）

• PPPoE接続スロットリング

Cisco IOS XEリリース 2.5の新機能については、このガイドの「ATM SPAの設定」の章に加え、
次のリンクの一覧を参照してください。
http://www.cisco.com/c/en/us/support/ios-nx-os-software/ios-xe-release-2/products-feature-guides-list.html

Cisco
IOS
XE
リ

リー

ス
2.5S

Ciscoアグリゲーションサービスルータの 1ポートクリアチャネル OC-3 ATM SPAおよび 3
ポートクリアチャネル OC-3 ATM SPAの最初のリリース。

Cisco
IOS
XE
リ

リー

ス
2.3S

サポートされる機能
ここでは、ATMハードウェアとソフトウェアでサポートされる主な機能の一部を示します。

基本的特長

• Bellcore GR-253-CORE SONET/SDH準拠（ITU-T G.707、G.783、G.957、G.958）
•その他のシスコ製 ATMアダプタとのインターフェイス互換
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ATM SPAは Cisco ASR 1000シリーズルータのその他の ATMポートアダプタと機能が似てい
ますが、カードタイプが異なるため、SIPの既存の ATMポートアダプタを ATM SPAと交換
すると、スロット設定が失われます。

（注）

• RFC 2684『Multiprotocol Encapsulation over ATM Adaptation Layer 5』（以前の RFC 1483）
•相手先固定接続（PVC）のサポート
• IEEE 802.1QinQ
•データトラフィックに ATMアダプテーション層 5（AAL5）が対応
• Small Form-Factor Pluggable（SFP）光トランシーバを使用して、SPAの機能に応じて、同
じ ATM SPAハードウェアでマルチモード（MM）、シングルモード中距離（SMI）、ま
たはシングルモード長距離（SML）をサポート

• F4および F5フロー、ループバック、リモート障害表示（RDI）を含む、ATMセクショ
ン、回線、およびパスのアラーム表示信号（AIS）セル

• Operation, Administration, and Maintenance（OAM）セル
• SIPに対する各 ATM SPAの活性挿抜（OIR）、および ATM SPAを搭載した状態での SIP
の OIR

SONET/SDHのエラー、アラーム、およびパフォーマンスモニタ
•ファイバの取り外しおよび再接続
•信号損失ビットエラーレート（SF-BER）
•信号劣化ビットエラーレート（SD-BER）
•信号ラベルペイロード構築（C2）
•パストレースバイト（J1）
•セクション診断

•信号損失（SLOS）
•フレーム損失（SLOF）
• B1のエラーカウント
• B1のしきい値超過アラーム（TCA）（B1-TCA）

•回線診断

•回線アラーム検出信号（LAIS）
•回線リモート障害検出（LRDI）
• Line Remote Error Indication（LREI）
• B2のエラーカウント
• B2のしきい値超過アラーム（B2-TCA）

•パス診断

•パスアラーム検出信号（PAIS）
•パスリモート障害検出（PRDI）
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• Path Remote Error Indication（PREI）
• B3のエラーカウント
• B3のしきい値超過アラーム（B3-TCA）
•ポインタ損失（LOP）
•新規ポインタイベント（NEWPTR）
• Positive Stuffing Event（PSE）
• Negative Stuffing Event（NSE）

•次のループバックテストをサポート

•ネットワーク（回線）ループバック
•内部（診断）ループバック

•サポート対象の SONET/SDH同期化

•ローカル（内部）タイミング（ダークファイバまたは波長分割多重（WDM）機器を
介したルータ内接続用）

•ループ（回線）タイミング（SONET/SDH機器との接続用）
•動作温度の全範囲でのクロック精度は +/–4.6 ppm

レイヤ 2の機能
•次のカプセル化タイプをサポート

• AAL5SNAP（LLC/SNAP）
• AAL5MUX（VC多重化）
• AAL5NLPID

•次のATMトラフィッククラスおよびVC単位トラフィックシェーピングモードをサポー
ト

•固定ビットレート（CBR）およびピークレート
•未指定ビットレート（UBR）およびピークセルレート（PCR）
• Non-real-time非リアルタイム可変ビットレート（VBR-nrt）
• Variable bit rate real-time（VBR-rt）

ATMシェーピングはサポートされますが、クラスキューベースシェーピングはサポートされ
ません。

（注）

• ATMマルチポイント接続（Cisco IOS XEリリース 2.5以降）
• ATMポイントツーポイント接続
• ATMセルヘッダー内の明示的順方向輻輳通知（EFCI）ビット
• Any Transport over MPLS（AToM）VPおよび VCモードセルリレーのサポート
• RFC 2225『Classical IP and ARP over ATM』（RFC 1577は廃止）
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レイヤ 3の機能
• AAL0 VCおよび VPモードでの ATM over MPLS（AToM）
• VPIごとの最大VC数は無制限、インターフェイスごとの合計最大VC数は 4,096です（し
たがって、その他の ATM SPAと異なり、atm vc-per-vpコマンドを使用してこの制限を設
定する必要はありません）。

• OAM pingを使用した、セグメントまたはエンドツーエンドループバックのための OAM
フロー接続

• PVCマルチキャスト（Protocol Independent Multicast（PIM）dense（デンス）モードおよび
sparse（スパース）モード）

• PVCの範囲（Cisco IOS XEリリース 2.5以降）
•デフォルトでオーバーサブスクリプションをサポート
•ルーティングプロトコル

•ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）
• Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）
• Interior Gateway Routing Protocol（IGRP）
• Integrated Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）
• Open Shortest Path First（OSPF）
• Routing Information Protocol version 1および version 2（RIPv1および RIPv2）

ハイアベイラビリティの機能

• Route Processor Redundancy（RPR）
• OSPF Nonstop Forwarding（NSF）
•ステートフルスイッチオーバー（SSO）

制限事項
• Cisco ASR 1000シリーズルータの ATM SPAは、APSリフレクタおよびリフレクタチャ
ネルモードをサポートしません（これらのモードでは相対するパス終端機器（PTE）（通
常は Cisco ATMスイッチ）が必要です）。

• Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータの ATM SPAでは、メインイ
ンターフェイスのデータパスをサポートしていません。データは、サブインターフェイス

設定でのみサポートされています。

• Link Fragmentation and Interleaving（LFI）処理はサポートされていません。
•統合ローカル管理インターフェイス（ILMI）はサポートされていません。
•マルチポイントサブインターフェイスは、Cisco IOS XEリリース 2.5より前のリリースで
はサポートされていません。

•ルーティングブリッジカプセル化サブインターフェイスのグループ化はサポートされて
いません。
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•パフォーマンスを最大にするには、次の最大値を使用することを推奨します。

Cisco IOSの XEリリース 2.5より前のリリース

Cisco IOSのXEリリース 2.5より前のリリースでは、設定されるVCの絶対最大値はATM SPA
ごとに 1,000（1K）となっており（インターフェイスごとに 1,000（1K））、次の制約に沿う
ことが推奨されます。

• SIP内のすべてのATMSPAにおけるすべてのポイントツーポイントサブインターフェ
イスの推奨最大 PVC数は 1,000です。

•

• SIP内のすべての ATM SPAでサービスポリシーを使用した場合、PVCの推奨最大数
は 1,024です。

Cisco IOS XEリリース 2.5以降

Cisco IOS XEリリース 2.5以降では、次の制約に沿うことが推奨されます。

• インターフェイスあたり 4,000 VC•
• SPAあたり 12,000 VC
•システム（Cisco ASR 1000シリーズルータ）あたり 32,000 VC

これらの制限は固定的ではなく、プロセッサカード、トラフィックタイプなど、ルータのパ

フォーマンスに影響するすべての要因によって変わります。

（注）

• Modular QoS CLI（MQC）ポリシーマップが設定された PVCの最大数は 4,000です。
•送信パストレースバッファのデフォルト設定では、ATM SPAは（show controllers atmコ
マンドによって表示される）リモートホスト名および IPアドレスの自動更新をサポート
しません。この情報が更新されるのは、インターフェイスがシャットダウンされて、再ア

クティブ化された場合だけです（shutdown and no shutdownコマンドを使用）。ただし、
受信パストレースバッファの情報は自動的に更新されます。

• Cisco ASR1000シリーズアグリゲーションサービスルータの ATM SPAでは、Cisco IOS
XEリリース 2.5.0以前のリリースから Cisco IOS XEリリース 2.5.0へ、または Cisco IOS
XEリリース 2.5.0から Cisco IOS XEリリース 2.5.0以前のリリースへの ISSUはサポート
されません。この環境で ISSUを実行する場合は、最初にルータの ATM SPAから設定を
削除し、shutdownコマンドを使用して ISSUプロセスを実行する前に SPAをシャットダ
ウンする必要があります。

サポートされているMIB
Cisco IOS XEリリース 2.3以降では、Cisco ASR 1000シリーズルータの ATM SPA用に、次の
MIBがサポートされています。

• ATM-MIB
• CISCO-AAL5-MIB
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• CISCO-ATM-EXT-MIB
• CISCO-CLASS-BASED-QOS-MIB
• CISCO-ENTITY-ALARM-MIB
• CISCO-ENTITY-EXT-MIB
• CISCO-ENTITY-FRU-CONTROL-MIB
• CISCO-ENTITY-ASSET-MIB
• CISCO-ENTITY-SENSOR-MIB
• CISCO-IETF-PW-MIB
• CISCO-IETF-PW-MPLS-MIB
• CISCO-IF-EXTENSION-MIB
• CISCO-MQC-MIB
• CISCO-PPPOE-MIB（Cisco IOS XEリリース 2.5以降）
• CISCO-SONET-MIB
• ENTITY-MIB
• ENTITY-SENSOR-MIB
• IF-MIB
• MIB-II
• MPLS-CEM-MIB
• OLD-CISCO-CHASSIS-MIB
• SONET-MIB

Cisco ASR 1000シリーズルータのMIBサポートの詳細については、次の URLにある『Cisco
ASR 1000 Series Aggregation Services Routers MIB Specifications Guide』を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/docs/routers/asr1000/mib/guide/asr1kmib.html

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、およびフィーチャセットに関するMIBを探
してダウンロードするには、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://tools.cisco.com/ITDIT/MIBS/servlet/index

Cisco MIB Locatorで必要なMIB情報がサポートされていない場合、サポート対象MIBのリス
トを取得し、次の URLにある Cisco MIBページからMIBをダウンロードすることもできま
す。

http://www.cisco.com/public/sw-center/netmgmt/cmtk/mibs.shtml

Cisco MIB Locatorにアクセスするには、Cisco.comのアカウントが必要です。アカウント情報
を忘れたり、紛失したりした場合は、空のEメールを cco-locksmith@cisco.comに送信してくだ
さい。自動チェックによって、Eメールアドレスが Cisco.comに登録されているかどうかが確
認されます。チェックが正常に終了したら、ランダムな新しいパスワードとともにアカウント

の詳細がEメールで届きます。資格のあるユーザは、Cisco.comのアカウントを作成できます。
次の URLにある指示に従ってください。

https://tools.cisco.com/RPF/register/register.do
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SPAのアーキテクチャ
ここでは、トラブルシューティングおよびモニタリングに使用する ATM SPAのデータパスの
概要を示します。次の図では、ATM SPAの前面パネル上の ATM光コネクタと、SPAと SIP
を接続するバックプレーンコネクタを結ぶ、ATMトラフィックのデータパスを示します。

図 1 : ATM SPAデータのアーキテクチャ

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータでは、LFIの処理はサポートされ
ていません。

（注）

入力方向のセルパス

ここでは、ATMネットワークから着信し、データパケットに変換されたあとに、SIP経由で
ルータのプロセッサに送信されて、スイッチング、ルーティング、またはさらなる処理が行わ

れる、入力セルのパスについて説明します。

1. SONET/SDHフレーマデバイスは SPAの光回線からの着信セルをポート単位で受信しま
す。実際の光ファイバポートの数は、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービ
スルータの ATM SPAのモデルによって異なります。

2. SONET/SDHフレーマはSONETオーバーヘッド情報を削除し、必要なクロックおよびデー
タを回復して、存在する SONET/SDHアラームをすべて処理します。その後、フレーマは
データストリームから 53バイトATMセルを抽出し、SPAでサポートされている物理ポー
トごとにチャネルを 1つ使用して、各セルを ATM Segmentation And Re-Assembly（SAR）
エンジンに転送します。

3. SARエンジンはフレーマからセルを受信して、元のパケットに組み立て直し、
Field-Programmable Gate Array（FPGA）に（物理ポートごとにチャネルを 1つ使用して）
転送できるようになるまで、各ポートの受信バッファに一時的に格納します。送信中に破

損したセルは、SARエンジンですべて破棄されます。
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SPAハードウェアの SARにはチャネルが 2つあり、EBFCとWREDの統計パケットを FPGA
に送信していますが、ASRで SPAのWREDを有効にすることはありません。したがって、
SARがWREDの統計パケットを FPGAに送信することはありません。EBFCの統計パケット
は、SARによって FPGAに送信されます。

（注）

1. FPGAは SARエンジンからパケットを受信して、（物理ポートごとにチャネルを 1つ使用
して）ホストプロセッサに転送し、そこでさらにルーティング、スイッチング、または追

加処理を行います。FPGAは送受信したパケットのトラフィック統計情報も収集します。

出力方向のパケットパス

ここでは、SIP経由でルータから SPAに着信し、ATMセルに変換され、ATMネットワーク上
で送信される、出力パケットのパスについて説明します。

1. FPGAが、（物理ポートごとにチャネルを 1つ使用して）ホストプロセッサからパケット
を受信し、SARエンジンの受信準備が完了するまでパケットバッファに格納します。ATM
のシムヘッダーは、SAR用に正規化されたヘッダーで置き換えられ、パケット全体がSAR
に転送されます。

また、FPGAでは、通過するパケットのトラフィック統計が収集され、エラーになったパケッ
トにはフラグが付けられ、SARに転送されます。SARへのトラフィックの転送に際しては、
チャネルが 2つ使用されます。1つは AAL5トラフィック用で、もう 1つはトラフィックから
分離されたセル用です。

1. SARエンジンが、FPGAからパケットを受信します。データのエラーが検出された場合
は、SAR内でドロップされます。SARでは、すべてのトラフィックシェーピングが制御
され、輻輳により必要になった場合には、トラフィックがドロップされます。なお、ATM
セルは、物理ポートごとに 1つのチャネルを使用して SONET/SDHフレーマに転送されま
す。

WREDや CBWFQなどの SPAベースの L3 QoS機能については、Cisco ASR 1000シリーズア
グリゲーションサービスルータの ATM SPAでは有効になっていません。WREDや CBWFQ
の機能は、QFP（ESPの中央処理エンジン）によって実現されています。これは、Cisco ASR
1000シリーズアグリゲーションサービスルータでこれらの機能を扱う場合、QFPの方がより
高い性能を示すからです。

（注）

1. SONET/SDHフレーマが、SARエンジンからセルを受信します。この際、状況に応じてヘッ
ダーチェックシーケンス（HCS）が加えられ、セルのスクランブルが行われます。その
後、各セルに SONETペイロードが挿入され、必要なクロッキング、SONETオーバーヘッ
ド、警告情報が付加されます。さらに、ペイロードにデータのない部分が生じた場合に

は、アイドルセルが挿入されます。このようにして、SONETフレームのすべてのセクショ
ン、ライン、パスオーバーヘッドを適切な状態にした上で、フレーマがペイロードを転送

します。
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2. 光ポートが、ATMネットワークの物理層で光データを伝送します。

SPAハードウェアタイプの表示
Cisco ASR 1000シリーズルータに搭載された SPAハードウェアタイプを確認するには、show
interfacesか showcontrollersコマンドを使用します。その他の showコマンドを使用して、SPA
ハードウェアに関する情報を表示することもできます。

オーバーサブスクリプションカウンタの表示

ここでは、ルートプロセッサに対するオーバーサブスクリプションのポートごとでの表示にお

ける改善について説明します。この変更は、show interface atm slot/subslot/portコマンド出力で
表示される overrunフィールドのオーバーサブスクリプションのために、ドロップされたパ
ケットのカウンタが表示されることに対応したものです。

概要

ATM SPAの各ポートでは、適切な動作のために、ポートごとの固有の帯域幅上限がサポート
されています。たとえば、1ポートクリアチャネル OC-3 ATM SPAでは 155.52 Mbps、3ポー
トクリアチャネル OC-3 ATM SPAでは 155.52 Mbps、1ポートクリアチャネル OC-12 ATM
SPAでは 622.08 Mbpsというように、ポートごとの個別の帯域幅上限をサポートできます。指
定された上限を超えて、ポートでオーバーサブスクリプションが発生する場合は、パケットが

ドロップされます。

以前の動作

Cisco IOS XEリリース 3.1.0Sより前では、ポート単位の最大帯域幅の指定上限を超えるオー
バーサブスクリプションがポートで発生していても、オーバーサブスクリプションによってド

ロップされたパケットのカウンタは、show interface atm slot/subslot/portコマンド出力の overrun
フィールドには表示されませんでした。

次の例で、ドロップされたパケットに関するカウンタが overrunフィールドに表示されないコ
マンド出力を示します。

Router# show interfaces atm 0/2/2

ATM0/2/2 is up, line protocol is up
Hardware is SPA-3XOC3-ATM-V2, address is 001a.3044.7522 (bia 001a.3044.7522)
MTU 4470 bytes, sub MTU 4470, BW 149760 Kbit, DLY 80 usec,

reliability 255/255, txload 1/255, rxload 1/255
Encapsulation ATM, loopback not set
Keepalive not supported
Encapsulation(s): AAL5 AAL0
4095 maximum active VCs, 1 current VCCs
VC Auto Creation Disabled.
VC idle disconnect time: 300 seconds
4 carrier transitions
Last input never, output 00:04:11, output hang never
Last clearing of "show interface" counters never
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Input queue: 0/375/0/0 (size/max/drops/flushes); Total output drops: 0
Queueing strategy: fifo
Output queue: 0/40 (size/max)
5 minute input rate 0 bits/sec, 0 packets/sec
5 minute output rate 0 bits/sec, 0 packets/sec

5 packets input, 540 bytes, 0 no buffer
Received 0 broadcasts (0 IP multicasts)
0 runts, 0 giants, 0 throttles
0 input errors, 0 CRC, 0 frame, 0 overrun, 0 ignored, 0 abort
5 packets output, 540 bytes, 0 underruns
0 output errors, 0 collisions, 1 interface resets
0 output buffer failures, 0 output buffers swapped out

新しい動作

Cisco IOS XEリリース 3.1.0S以降からは、入力分類およびオーバーサブスクリプションが有効
になっている場合、オーバーサブスクリプションによってドロップされたパケットに関するカ

ウンタが、show interface atm slot/subslot/portコマンド出力の overrunフィールドに表示されま
す。

次の例で、ドロップされたパケットに関するカウンタが overrunフィールドに表示されたコマ
ンド出力を示します。

Router# show interface atm 1/2/0
ATM1/2/0 is up, line protocol is up
Hardware is SPA-1XOC12-ATM-V2, address is 001a.3046.9460 (bia 001a.3046.9460)
Description: Connected to AX4000 Port 1
MTU 4470 bytes, sub MTU 4470, BW 599040 Kbit/sec, DLY 80 usec,

reliability 255/255, txload 1/255, rxload 1/255
Encapsulation ATM, loopback not set
Keepalive not supported
Encapsulation(s): AAL5 AAL0
8191 maximum active VCs, 1 current VCCs
VC Auto Creation Disabled.
VC idle disconnect time: 300 seconds
0 carrier transitions
Last input never, output 1d08h, output hang never
Last clearing of "show interface" counters 15:08:22
Input queue: 0/375/0/0 (size/max/drops/flushes); Total output drops: 0
Queueing strategy: fifo
Output queue: 0/40 (size/max)
30 second input rate 105054000 bits/sec, 102593 packets/sec
30 second output rate 104216000 bits/sec, 101773 packets/sec

15735943 packets input, 2014200704 bytes, 0 no buffer
Received 0 broadcasts (0 IP multicasts)
0 runts, 0 giants, 0 throttles
1628867 input errors, 0 CRC, 0 frame, 1628867 overrun, 0 ignored, 0 abort
15735888 packets output, 2014193664 bytes, 0 underruns
0 output errors, 0 collisions, 0 interface resets
0 unknown protocol drops
0 output buffer failures, 0 output buffers swapped out

show controllersコマンドの例
次に、Cisco ASR 1000シリーズルータのスロット 0にある SIPのセカンドサブスロットに
ATM SPAが搭載されている場合に、show controllers atmコマンドを実行した出力例を示しま
す。
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Router# show controllers atm 0/2/2

Interface ATM0/2/2 (SPA-3XOC3-ATM-V2[0/2]) is up
Framing mode: SONET OC3 STS-3c
SONET Subblock:
SECTION
LOF = 0 LOS = 1 BIP(B1) = 0

LINE
AIS = 0 RDI = 1 FEBE = 55 BIP(B2) = 0

PATH
AIS = 0 RDI = 1 FEBE = 21 BIP(B3) = 0
LOP = 1 NEWPTR = 0 PSE = 0 NSE = 0

Active Defects: None
Active Alarms: None
Alarm reporting enabled for: SF SLOS SLOF B1-TCA B2-TCA PLOP B3-TCA

ATM framing errors:
HCS (correctable): 0
HCS (uncorrectable): 0

APS
not configured
COAPS = 0 PSBF = 0
State: PSBF_state = False
Rx(K1/K2): 00/00 Tx(K1/K2): 00/00
Rx Synchronization Status S1 = 00
S1S0 = 00, C2 = 13

PATH TRACE BUFFER : STABLE

BER thresholds: SF = 10e-3 SD = 10e-6
TCA thresholds: B1 = 10e-6 B2 = 10e-6 B3 = 10e-6

Clock source: line

ATM SPAの概要
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